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特定非営利活動法人セカンドリーグ神奈川

県内の子ども支援の取組み
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＊ミッション

私たちは、心豊かな地域社会を作るために地域の人々やコミュニティ、

行政に働きかけて社会的価値ある活動や事業を支援します。

＊2012年NPO法人格取得

＊会員数（17年度末） 正・賛助・活動会員112
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セカンドリーグ神奈川

＊事業内容

１．起業支援事業：地域で起業する人を応援

・起業相談、活動の場の提供、専門家へのつなぎ

２．子育て支援団体支援事業：子育て支援全般

・保育や見守り活動、子育てイベントの実施や運営支援

３．協働連携創造事業：多様な団体や行政と連携

・かながわボランタリー活動推進基金２１事業

４．各種団体からの受託事業：施設管理・運営の受託

・コミュニティスペースふらっとパル茅ヶ崎の管理・運営



貧 困

不安学力

就学

子どもだけではない、地域・社会の課題
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相談から見える子どもの課題

孤独・孤
立

こころ

不登校 孤食

経済的

よりどころ

家族・
家庭

生きる権利 参加する権利守られる権利育つ権利

ひきこもり



支 援

寺子屋

学習支援

地域の様々な支援活動
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課題に向き合う子ども支援の取組み

ケース
ワーカー

若者カフェ 子ども食堂

奨学金

居場所

ひとり親
支援

家庭 民間・NPO社協・行政学校

就労相談



＊コンセプト：
誰でも気軽にみんなでごはん

＊開催頻度：第３木曜日（月１回）
＊運営主体：カフェの運営者
＊協力：地元商店会、ロータリークラブ、
セカンドリーグ神奈川
＊構成：カフェが主体、ボランティアメン
バー数名
＊運営資金：参加費と寄付
＊特徴：子どもから大人、シニアの誰でも
＊課題：ボランティア、食材の確保
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県内の取組み事例１
ふらっと食堂★メサ・グランデ（川崎武蔵新城）

現在は「めさ・みーる+」

誰でも参加できることであえて貧困を見えなく



＊コンセプト：
こどもの未来は平等であるべき

＊開催頻度：日曜日（月１回）
＊運営主体：医療法人
＊協力：歯科医師・管理栄養士、
セカンドリーグ神奈川

＊構成：管理栄養士、ボランティア
＊運営資金：参加費・他は法人が負担
＊特徴：食育、口腔ケアを学びながら
＊課題：ボランティアの確保
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県内の取組み事例２
社家こどもキッチン（海老名市社家）

医療従事者だから見える、困窮支援の取組み



 高校の学校内のカフェの食品支援
 若者の居場所づくり
 不登校・ひきこもり・就労困難など多様な若者の支援活動
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県内の取組み事例３

若者カフェと若者支援（横浜・茅ヶ崎）

食支援→学習への意欲、ひととのつながり、支援した
い協力者、居場所、就職を目指す→自立支援



 空き家活用、食品ロスの活用、運営の相談。
 シングルマザー支援企画を各地域で実施の検討。
 それぞれの持つ資源をつなぎ、連携。
 地域の拠点づくり。
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中間支援として出来ること

空き家

子ども
支援 若者

カフェ

食品支援

食品ロス
削減

子ども
食堂居場所

生活困窮

専門家

ひとり親

ひきこもり

不登校

ネット
ワーク

健康・
生活設計

セカンドリーグ
神奈川

行政窓口
学校
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